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※おたよりや個人情報は、『MOGMOG』でご紹
介する場合がありますが、編集目的以外での
使用はいたしません。　
※おたよりへの個別回答は行っておりません。

締め切りは1月25日（水）の消印まで有効。

今
年
の
干
支
は
酉
。
初
詣
に
出
掛
け
た
ニ
ワ
ト
リ
さ
ん
一
家
。

子
ど
も
た
ち
が
き
ち
ん
と
付
い
て
き
て
い
る
か
、
ふ
と
振
り
向

い
た
ら
さ
あ
大
変
!!
　
よ
そ
の
子
ま
で
付
い
て
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
鳥
居
の
前
で
親
鳥
さ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す
。

よ
〜
く
見
る
と
、
上
下
の
絵
で
違
う
箇
所
が
5
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ぁ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
答
え
て
ね
！

●クイズのこたえ
●住所／氏名（お子さんの場合、年齢・学年）／組合員コード
●お正月、鮭は食べましたか？　鮭料理で思い付くのは？　
　おしゃれなレシピはありますか？
●食の未来に向けて、あなたが取り組みたいことはありますか？
●特集やその他の記事へのコメントや感想、イラストなど、
　なんでもどうぞ！

今
年
は
ち
ょ
っ
と

難
し
い
か
な
？

今
年
は
ち
ょ
っ
と

難
し
い
か
な
？

と
り

東都生協だより

あんぜん  あんしん  お届けします。
モグモグ

No.409
2017

串に刺さった干し柿「串柿」を鏡餅に飾る地域では、串に刺した柿の数
にも意味があるようです。通常串に刺すのは10個。外側に２個ずつ、
内側に６個とし、「外はニコニコ、仲むつまじく」と語呂合わせになって
いるのだとか。最近では５個串のミニバージョンもあるそうです。

お問い合わせ 組織運営部第409号　2017年１月10日発行 今月の
表紙

11月＆12月号の答えは、
　　「オオソウジ」だよ！

はがきに書いて送ってね。

発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

正解者から抽選で10人の方に図書カードをプレゼント。

「
東
都
北
海
道
枝
幸
産
生
秋
鮭
切
身
」

シ
チ
ュ
ー
に
し
て
も
美
味
！

今月の
おすすめ

今
こ
そ
！
東
都
生
協

お
い
し
い  

や
さ
し
い  

つ
な
が
る



枝幸で進む「魚つきの森」運動
次世代に豊かな環境・資源を残すこの取り組みも、はや10年。

旬
に
取
れ
た
本
物
の
秋
鮭
を
、

こ
の
冬
、味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

豊
か
な
海
で
育
っ
た

天
然
物
な
ら
で
は
の
う
ま
み
で
す
。 東都北海道

枝幸産生秋鮭切身（冷凍）
4切240g

通常価格：578円（税込624円）
企画：2月3回

2切120g、3切180g規格は2月2回に企画

鮭は赤身それとも白身？
　鮭の身は赤いから赤身？ いいえ、実は白身の魚です。魚は筋肉中の血色素・ミオグロ
ビンの含有量により赤身・白身に分けられますが、鮭の身の赤さはアスタキサンチン（カ
ロチノイド系・天然の赤い色素）によるもの。アスタキサンチンを含むオキアミなどを
餌として食べているから、身が赤いのです。川を遡上する際にエネルギ－を使い、栄養素
を卵に移行すると、鮭の身は白くなります。ちなみに、産卵で9月～11月に北海道に戻る
種類の鮭を「秋鮭」、5月～8月に戻る種類の鮭を「時期を間違えて北海道に来た」という
意味で「ときしらず」「時鮭」と呼びます。

鮭が生まれた川に戻る秘密
　アイヌ語で鮭は「カムイチェプ（神の魚）」「シペカムイ（サケ神）」。厳しい冬を前に、神
が授けてくれた特別なものと考えていたようです。産卵後約60日でふ化し、さらに60日
で稚魚となり、北洋で4～5年過ごして、生まれた川に戻ってくる鮭。北洋からどうして日
本に帰れるのでしょうか？ 近年の研究では、鮭が母川のにおいを識別して戻ってくると
いわれています。ほかにも、太陽・地磁気などから方向を知るという説、海流で回遊方向
を決める説など、諸説あります。鮭は、嗅覚以外の複数の方法も併用しながら、母川回帰
しているものと考えられます。帰ってくるメス鮭のお腹には2,000～4,000個の卵が入
っているのだとか。

鮭は丸ごと食べられる
　切身で売られていることが多い鮭は、頭から尾まで丸ごと料理して食べられる魚。
　定番のカマを使った「焼き物」の他に、氷頭（頭の軟骨部分）を使った「なます」や心臓
の「バター焼き」、白子の「素焼き」「フライ」などもオツなメニューとして楽しめます。内
臓は「塩辛」、皮は「酢の物」になり、中骨や胸ビレからはおいしい「だし」が取れます。

東都
北海道枝幸産
生秋鮭切身

シチューに
しても

美味！

今月の
おすすめ

秋
鮭
の
ふ
る
さ
と「
枝
幸
」と
は

　
北
海
道
宗
谷
管
内
の
最
南
部
に
位
置
し
、
広
大
な
土
地
に
広

が
る
森
林
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
と
い
う
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

下
、
沿
岸
漁
業
と
底
引
き
網
漁
業
を
中
心
に
営
む
枝
幸
は
漁
業

の
町
で
す
。
こ
の
枝
幸
町
で
活
動
す
る
枝
幸
漁
業
協
同
組
合

は
、
東
都
生
協
に
秋
鮭
・
い
く
ら
・
ほ
た
て
・
毛
が
に
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
7
年
、
東
都
生
協
と
同
組
合
、
北
海
道

漁
連
の
三
者
は
「
魚
つ
き
の
森
植
樹
協
議
会
」
を
設
立
。
今
年

で
10
年
と
な
り
ま
す
。

枝
幸「
魚
つ
き
の
森
」の
活
動
と
は

　
豊
か
な
森
林
を
作
る
こ
と
で
豊
か
な
海
を
守
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
い
く
「
魚
つ
き
の
森
」
の
活
動
。
山
に
植
樹
を
す
る
と
樹

木
の
落
ち
葉
は
腐
葉
土
と
な
り
、
こ
の
土
に
蓄
積
さ
れ
る
ミ
ネ

ラ
ル
な
ど
の
栄
養
が
川
を
通
じ
て
海
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
か

ら
の
栄
養
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
活
性
化
さ
せ
海
を
豊
か
に
し
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
た
魚
や
貝
類
は
健
康
に
育
つ
―
こ
う
し

た
森
、
川
、
海
の
循
環
が
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
ま
す
。
植

樹
活
動
に
よ
り
地
球
環
境
と
生
命
の
源
で
あ
る
川
と
海
を
守

り
、
資
源
管
理
型
漁
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
水
産
物
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
、
次

世
代
へ
豊
か
な
環
境
・
資
源
を
残
す
取
り
組

み
で
す
。

　
東
都
生
協
で
は
毎
年
、
組
合
員
が
枝
幸
を

訪
れ
、
山
で
の
植
樹
、
秋
鮭
の
稚
魚
・
ほ
た

て
の
稚
貝
の
放
流
な
ど
を
体
験
す
る
企
画
を

開
催
。
ま
た
産
地
と
の
交
流
活
動
の
一
環
と

し
て
、
東
京
に
枝
幸
漁
協
女
性
部
を
招
い
て

「
浜
の
母
さ
ん
料
理
教
室
」
を
開
催
、
地
元

の
お
い
し
い
料
理
を
紹
介
し
て
も
ら
い
な
が

ら
相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

枝
幸
の
秋
鮭
が
お
い
し
い
理
由

　

「
網
の
中
で
銀
鱗
が
跳
ね
る
姿
を
見
る
と
、
森
と
海
に
囲
ま

れ
た
故
郷
に
感
謝
し
た
く
な
る
」
「
旬
に
取
っ
た
本
物
の
秋
鮭

を
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
は
、
白
取
船
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　
「
北
海
道
枝
幸
産
生
秋
鮭
切
身
」
は
、
そ
ん
な
旬
の
秋
鮭
を

塩
加
工
せ
ず
素
早
く
凍
結
。
天
然
物
な
ら
で
は
の
う
ま
み
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
、
シ
チ
ュ
ー
や
フ
ラ
イ
、
ム
ニ
エ
ル
、

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
な
ど
、
ど
ん
な
料
理
で
も
主
役
に
な
り
ま

す
。

通常価格：348円(税込375円)
企画：2月4回

特別価格：418円（税込451円）
企画：1月4回

枝幸産その他の人気商品

秋
鮭
を
塩
・
砂
糖
・
香

辛
料
で
味
付
け
し
、桜

の
チ
ッ
プ
で
ス
モ
ー

ク
し
ま
し
た
。

北
海
道
枝
幸
産
の
秋
鮭
を

切
身
に
し
、骨
と
皮
を
除

き
ま
し
た
。

北
海
道
枝
幸
産
秋
鮭

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

 

70
g

通常価格：980円（税込1,058円）
企画：2月1回

贈
答
用
新
巻
鮭
に
も
使
用

さ
れ
る
希
少
な
秋
鮭（
銀
毛
）

を
二
枚
に
お
ろ
し
て
塩
水

に
漬
け
込
み
、切
身
に
加
工
。

塩
分
３
％
。

枝
幸
産
塩
秋
鮭（
中
辛
口
）

徳
用
10
切 

5
0
0
g

枝
幸
産
秋
鮭
切
身

（
皮
な
し・骨
ぬ
き
）

2
枚 

1
4
0
g

枝 幸

対
馬
海
流

黒潮系暖水

東樺太海流
宗谷暖流

津軽
暖
流

沿岸
親潮

親　
潮

オホーツク海日本海

太平洋

40°

45°

140° 145°

ひ ず

そじょう

①枝幸沖オホーツク海での秋鮭定置網漁  ②取れ
たばかりの秋鮭  ③河川上流部の森林にヤチダモ
を植樹　④鮭の稚魚放流を体験　⑤北海道周辺
の海流

安全・安心な水産物の普及と
産地サポートのため、枝幸産
商品には専用ロゴが付いて
います。

①

③

②

⑤ ④
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関 連 商 品おいしい  やさしい  つながる

今こそ！東都生協

声

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
東
都
生
協
は
「
安
全
で
良
質
な
も

の
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
組
合
員
の

願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
設
立
以
来
、

生
産
者
と
共
に
「
産
地
直
結
」
を
基

軸
と
し
て
、
食
と
く
ら
し
の
在
り
方

を
見
直
す
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
今
、
世
界
人
口
の
増
加
や
気
候
変

動
な
ど
に
よ
り
、
地
球
規
模
で
食
料

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
約
39

%
。
食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
、

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
生
産
基
盤
が

弱
ま
り
、
食
の
未
来
が
大
き
く
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
農
業
を
支
え
、
食
の
安
全
・

安
心
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め

に
、
東
都
生
協
は
何
が
で
き
る
の
か
。

生
産
者
と
組
合
員
と
職
員
が
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
手
を
携
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
誌
新
春
企
画
は
、「
新
世
代
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
参
加

す
る
奈
良
五
條
産
直
組
合
の
益
田
吉

仁
さ
ん
、
組
合
員
の
赤
木
恭
子
さ
ん

と
戸
田
梓
さ
ん
、
そ
し
て
東
都
生
協

の
野
地
浩
和
常
勤
理
事
の
座
談
会
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

組
合
員
、職
員
、生
産
者
、

み
ん
な
で
支
え
る
東
都
生
協

農業高校に応援金目録を
贈呈する庭野理事長（左）

紙皿を台紙にする
ユニークな絵本

まぐろの頭と記念
写真を撮る！

当選番号を引く
大出副理事長

新世代チャレンジプロジェクト
で作成した、野菜や果物など産
直生鮮品を使ったオブジェ。

　東都生協では農業高等学校生産の米を共同購
入（登録米）で取り扱っています。将来の食の担い手
を応援することで、若者が安心して農業に従事でき、
私たちも米を食べ続けられるという、「未来の生産者
との絆」を作る取り組み。農業高校応援リレー米の
価格には応援金が含まれており、栽培に使用する資
材購入の補助や、人材育成に役立てられます。

2
0
1
6
食
の
未
来
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
！

2
0
1
6
食
の
未
来
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
！

　

10
月
15
日
、
五
反
田
T
O
C
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
食
の
未
来
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
６
」。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
お
い
し
い 

や
さ
し
い 

つ
な
が
る 

今
こ
そ
！ 

東
都
生
協
」。

約
4
5
0
0
人
の
来
場
者
が
、
1
2
8
の
生
産
者
・
メ
ー
カ
ー
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

商
品
を
通
常
価
格
よ
り
お
安
く
購
入
で
き
る
な
ど
、
産
直
の
意
義
や
楽
し
さ
、
お
得
感
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ま
ぐ
ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
、
農
業
高
校
リ
レ
ー
米
・
応
援
金
目
録
の
贈

呈
、
恒
例
の
秋
田
県
大
曲
農
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
民
謡
と
踊
り
、
大
抽
選
会
な
ど
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
る
ん
る
ん
ズ
広
場
で
も
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
子
ど
も
も
大

人
も
楽
し
く
食
育
を
学
び
ま
し
た
。

秋鮭切身（解凍）  3切れ
いくら醤油漬（解凍） 適量
すし飯 丼3杯分
こねぎ（小口切り）  大さじ１
白ごま 適量
A　（みりん 大さじ1/2 、料理酒 大さじ1）
B　（大葉のあらみじん切り 3枚分、しょ

うがみじん切り １片分 ）

今年も開催「浜の母さん料理教室」

今年のお正月、鮭は食べましたか？
おしゃれな鮭料理、と聞かれたら何？

裏表紙「新年クイズ」の答えに添えて送ってくださいね。

材料（３人分） 作り方
1.鮭を（A）に10分程漬け込み、水
気をペーパーなどで拭き取る。 
2.グリルで（1）の両面を焼き、骨を
取り４等分にする。
3.すし飯に（B）を混ぜ込む。
4.（3）を丼によそい、いくら醤油漬
と（2）をのせてこねぎをちらす。

甘酒の基礎知識
　甘酒の成分は、ビタミンB1、B2、B6、葉酸、食物繊維、オリゴ糖やアミノ酸、そし
てブドウ糖。病院の点滴とほぼ同じ成分なので「飲む点滴」ともいわれます。
　一方、麹菌には腸内環境を整える働きもあるため、「日本のヨーグルト」とも呼
ばれる栄養価の高い飲み物です。ちなみに甘酒の季語は「夏」。江戸時代から夏
バテや食欲のない時にも飲まれたそうです。

　甘酒の製造方法には酒粕をお湯で溶かし、砂糖で甘味を付けた酒粕甘酒と、
米麹で作る米麹甘酒があります。「国菊あまざけ」は米麹甘酒。食用の国産米を
使い、麹菌でお米のでんぷんを糖化させ、タンパク質を必須アミノ酸などに変化
させ、防腐剤・糖類を一切使用せずに製造しています。㈱篠崎は甘酒専用の製
造ラインを持ち、甘酒専門の職人が日々技術の向上に努めています。「国菊あま
ざけ」はノンアルコール飲料。お子さんからお年寄りまで幅広く楽しめます。

「国菊あまざけ」の特徴

国菊あまざけ

　毎年恒例、北海道枝幸漁協婦人部による「浜の母さん料理教室」では、枝幸
産の秋鮭、いくら、ほたてなどを使った料理を組合員と一緒に作り、味わっても
らうことで枝幸産の魚介類のおいしさを伝えていま
す。今年は2月22日・23日に開催。詳細は組合員活
動情報紙「ワォ」第265号（1月16日発行）をご覧く
ださい。また、地域で催す「北海道漁連の学習会」で
も枝幸の取り組みや商品のPRを行っています。

北の海の幸をぜいたくに使って

東都北海道枝幸産いくら醤油漬 40ｇ×2

製造：ぎょれん鹿島食品センター　 
特別価格：1,090円（税込1,177円）　企画：1月4回　

製造：ぎょれん鹿島食品センター　 
特別価格：598円(税込645円)　企画：2月2回

原材料：秋鮭卵（北海道枝幸沖）、しょうゆ（大豆（遺伝子組換えでない）・
小麦を含む）、みりん、酵母エキス

東都北海道枝幸産ほたて貝柱 100g

　北海道枝幸沿岸で9月～11月
に水揚げされた秋鮭の卵です。
漁獲後すぐに枝幸漁港で採取
し、生からNon-GMOの丸大豆
本醸造醤油を使用して、味付けを
しています。まろやかでコクのあ

る香味と透明感のある鮮やかな色に仕上げました。

　枝幸前浜の柔らかな砂地の
海底で、4年かけて育てた天然
ほたて。貝柱にたっぷり栄養を
蓄えています。水揚げ後、素早
く殻むきして貝柱だけを凍結。

製造者：㈱篠崎
900㎖　648円（税込699円）

企画：2月3回

温めて、やさしい甘さで体もぽかぽか。

原材料：米麹・米（原材料は国産米100％）、熱量：100g当たり 112kcal、製造地：福岡県

麹って、
こんなにやさしい
甘さだったのか
と感激！

温めた甘酒にしょうがを入れると
より体が温まります。
牛乳や豆乳で割っても
おいしいですよ。

＆ファンの甘酒
アレン

ジアイデア

国菊杜氏の山村さん

あまざけの麹

登
録
商
品

「
つ
き
と
ど
ち
ゃ
ん
」

で
も
利
用
で
き
ま
す

夜のティータイム、
ノンカフェインの

ほっとできる飲み物が
いいなと思って
購入しました。
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用語説明

　
ま
ず
は
、産
地
を
理
解
す
る

―
―

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０

１
７
年
の
年
頭
は
、「
東
都
生
協
の
こ
れ
か
ら
の
産

直
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
東
都
生
協
は
1
9
7
3
年
の
設
立
以
来
、

日
本
の
農
業
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
商
品
を
求
め
、

産
地
直
結
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
東
都
生
協

と
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
す
か
？

益
田　
1
9
9
0
年
で
す
。
当
時
、
う
ち
と
取

引
の
あ
っ
た
紀
ノ
川
農
協
さ
ん
か
ら
親
父
が
東

都
生
協
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
22
歳
で
僕
が
継
い
だ
ん
で
す
が
、

そ
れ
か
ら
18
年
の
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
ね
。

戸
田　
私
は
長
男
が
生
ま
れ
た
時
に
お
友
達
の

紹
介
で
入
り
10
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
に
届
い

た
れ
ん
こ
ん
が
と
て
も
み
ず
み
ず
し
く
、
今
ま

で
食
べ
た
こ
と
の
な
い
口
当
た
り
で
、
す
ご
く

お
い
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
東
都
生

協
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

赤
木　
私
も
上
の
子
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
だ
か
ら

6
年
で
す
。
私
、
助
産
院
で
出
産
し
ま
し
た
が
、

助
産
師
さ
ん
が
東
都
生
協
の
組
合
員
で
、「
野
菜

は
生
協
で
買
っ
た
ほ
う
が
い
い
わ
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
偶
然
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
に
東

都
生
協
の
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
て
、
供
給
担

当
の
方
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
加
入
し
ま
し
た
。

野
地　
私
も
新
人
当
時
、
供
給
担
当
の
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、
赤
木
さ
ん
の
よ
う
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
方
に
は
必
ず
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た

（
笑
）。
お
子
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
も
大

丈
夫
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。

戸
田　
供
給
担
当
の
方
か
ら
の
声
掛
け
は
い
い

で
す
よ
ね
。
以
前
は
、「
こ
ん
な
野
菜
が
あ
り

ま
す
よ
」
と
い
っ
た
お
話
が
あ
っ
た
り
、
引
き

売
り（※

1
）の
案
内
が
あ
っ
た
り
と
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
最
近
は
そ
う
い
う
こ
と
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て…

。
活
動
に
参
加
し
な

い
限
り
、
職
員
さ
ん
と
の
交
流
も
全
然
な
く
て
、

情
報
も
得
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。

野
地　
そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
最
近
、
供
給
時

に
限
ら
ず
、
組
合
員
、
生
産
者
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
な
の
で
、
今
出
た
お

話
は
そ
の
通
り
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
か
ら
は
、
東
都
生
協
の
商
品
を
試
食

し
、
そ
の
良
さ
を
学
習
し
組
合
員
に
伝
え
て
い

く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

益
田　
僕
も
、
新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（※

2
）で
職
員
さ
ん
と
交
流
さ
せ
て
も
ら

う
ん
で
す
が
、
と
て
も
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
う
同

乗
体
験
は
、
職
員
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
組
合

員
さ
ん
に
も
直
接
会
え
る
の
で
、
う
ち
の
よ
う

な
産
地
の
遠
い
生
産
者
に
は
貴
重
な
体
験
で
す

ね
。
後
日
届
い
た
生
産
者
カ
ー
ド（※

3
）に
、

「
こ
の
前
、
柿
み
た
い
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
シ
ャ

ツ
を
着
て
来
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
う
れ
し

か
っ
た
で
す（
笑
）。

―
―

生
産
者
カ
ー
ド
は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
か
？

益
田　
書
い
て
あ
る
と
結
構
う
れ
し
い
で
す
。

わ
ず
に
、
何
で
も
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

益
田　
そ
れ
は
生
産
者
と
し
て
は
、
う
れ
し
い

反
面
、
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す（
笑
）。

赤
木　
私
も
、
基
本
的
に
大
丈
夫
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
そ
れ
は
商
品
案
内
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。
ど
う
い
う
牛
乳
が
企
画
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ど
こ
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
、
生
産
者
の

意
図
や
東
都
生
協
の
姿
勢
が
分
か
り
ま
す
か
ら
。

―
―

益
田
さ
ん
は
柿
を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

益
田　
味
で
す
。
僕
ら
生
産
者
は
見
た
目
よ
り

味
な
ん
で
す
。
う
ち
の
柿
は
、
よ
り
お
い
し
く

す
る
た
め
に
、
柿
の
渋
抜
き
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
見
た
目
が
悪
く
な
り
や
す

い
。
昨
年
は
そ
れ
で
怒
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た

（
笑
）。
で
も
、
食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
よ
、

と
言
わ
れ
る
と
「
こ
の
や
り
方
に
意
味
は
あ

る
」
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
見

た
目
を
言
わ
れ
る
と
、
見
た
目
重
視
に
し
よ
う

か
と
気
持
ち
が
揺
れ
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
意
地

を
張
っ
て
る
と
こ
で
す（
笑
）。

赤
木　
私
は
東
都
生
協
の
商
品
で
見
た
目
は
気

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

戸
田　
私
も
気
に
な
ら
な
い
で
す
。
む
し
ろ
、

想
像
よ
り
も
き
れ
い
な
も
の
が
く
る
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

野
地　
見
た
目
に
つ
い
て
は
、
昔
は
、
野
菜
で

も
果
物
で
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
今
よ
り
も
産

地
を
見
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
「
こ
う
い
う

状
況
な
ら
仕
方
な
い
よ
ね
」
と
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
た
だ
、
今
後
、「
こ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」
と
い
う
声
が
多
け
れ
ば
、
産
地
と
話
を

し
て
基
準
を
厳
し
く
す
る
し
か
な
い
と
考
え
ま

す
。
た
だ
し
、「
こ
う
い
う
理
由
で
見
た
目
が

悪
い
」
と
い
う
説
明
を
付
け
て
取
り
扱
う
と
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
う
し

た
説
明
が
、
実
は
非
常
に
大
事
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
や
は
り
、
産
地
・
生
産
現
場
を

知
れ
ば
、
理
解
は
深
ま
り
ま
す
。

　
産
地
交
流
訪
問
で
産
地
を
知
る

―
―

産
地
交
流
訪
問
は
、
ど
こ
か
に
行
か
れ
ま
し
た
か
？

赤
木　
こ
の
間
、
農
埼
玉
西
部
産
直
グ
ル
ー
プ

で
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

参
加
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
い
も
を
掘
っ
て

い
る
姿
に
親
が
満
足
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
、
何
か
「
い
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

戸
田　
千
葉
北
部
酪
農
農
協
と
農
埼
玉
西
部
産

直
グ
ル
ー
プ
へ
行
き
ま
し
た
。
埼
玉
で
は
、
枝

豆
と
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
が
、

帰
っ
て
か
ら
子
ど
も
の
日
記
を
見
た
ら
、
い
つ

の
間
に
か
農
家
の
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
と
交

流
を
し
て
い
て
、「
カ
ナ
ブ
ン
を
見
た
ら
つ
ぶ

せ
と
言
わ
れ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

私
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
ね
。

野
地　
東
都
生
協
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交

流
の
場
と
し
て
、
設
立
以
来
「
産
地
・
メ
ー

カ
ー
交
流
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
直
接
「
見

て
・
聞
い
て
・
触
れ
る
」
こ
と
で
、
大
変
良

か
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
特
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
と
食
育
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

益
田　
う
ち
の
産
地
は
遠
い
か
ら
、
ま
だ
組
合

員
さ
ん
の
産
地
交
流
訪
問
は
な
い
ん
で
す
が
、

最
近
、新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
で
職
員
さ
ん
が
来
て
、
柿
の
収
穫
を
職
員
さ

　
東
都
生
協
な
ら
で
は
の
産
直

―
―

東
都
生
協
な
ら
で
は
の
産
地
直
結
は
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
実
感
さ
れ
ま
す
か
？

戸
田　
産
直
だ
か
ら
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
と
、

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
顔
を
見
て
交

流
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。
生
産
者
が
ど
れ

だ
け
苦
労
を
し
て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

今
は
難
し
く
て
も
、
い
ず
れ
理
解
し
て
食
べ
て

ほ
し
い
な
と
、
今
日
の
益
田
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

赤
木　
産
直
は
、
産
地
も
生
産
者
も
明
確
だ
し
、

何
を
使
っ
て
作
っ
て
い
る
か
も
分
か
っ
て
、
安

全
・
安
心
だ
と
思
う
の
で
、
産
直
は
信
頼
で
き

ま
す
。
う
ち
の
子
は
普
段
ト
マ
ト
が
苦
手
な
ん

で
す
が
、
久
保
産
直
会
の
ト
マ
ト
は
食
べ
る
ん

で
す
。
他
の
ト
マ
ト
を
出
し
て
も
、「
こ
れ
完

熟
？
」
と
か
聞
か
れ
る（
笑
）。「
あ
の
ト
マ
ト

な
い
の
？
」
と
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
ト
マ
ト
じ
ゃ
な
い
の
が
分
か
る
の

か
な
と
思
っ
た
ら
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

戸
田　
う
ち
の
子
ど
も
も
東
都
生
協
で
買
っ
た

の
と
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
の
が
あ
る
と
、
生

協
の
食
材
の
ほ
う
を
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
い

ま
す
。
私
も
「
あ
あ
、
分
か
る
ん
だ
な
」
と
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
だ
け
で
食
育
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

野
地　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
産
直
の

取
り
組
み
が
間
違
っ
て
な
い
ん
だ
と
確
信
が
持

て
ま
す
。
要
は
、
組
合
員
が
食
べ
る
と
こ
ろ
ま

で
を
考
え
て
生
産
者
が
作
っ
て
い
る
、
つ
ま
り

「
み
ん
な
で
食
べ
物
を
一
緒
に
作
っ
て
い
る
」

と
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

益
田　
産
地
直
結
と
い
う
な
ら
、
僕
は
組
合
員

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う
な
産
地
を
作
り
た
い
。

例
え
ば
、
う
ち
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
玉
ね
ぎ
も
作
っ

て
い
ま
す
が
、
関
東
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
関
西
の

キ
ャ
ベ
ツ
は
作
り
方
が
違
う
は
ず
で
す
。
作
り

方
や
畑
の
状
況
も
含
め
て
全
部
が
商
品
。
た
だ

単
に
作
物
を
作
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、
産
地

の
空
気
も
一
つ
の
商
品
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え

る
産
地
づ
く
り
を
し
て
、
全
部
を
組
合
員
さ
ん

と
直
結
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

赤
木　
安
全
・
安
心
な
野
菜
は
利
用
し
続
け
た

い
の
で
、
産
地
が
分
か
る
の
は
い
い
と
思
い
ま

す
。
品
質
改
良
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
東
都

生
協
に
は
、
産
直
を
通
し
て
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
野
菜
作
り
を
貫
い
て
ほ
し
い
で
す
。

戸
田　
以
前
か
ら
、
私
も
安
全
・
安
心
な
も
の

を
作
り
続
け
る
の
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
は
、

学
習
会
や
産
地
交
流
訪
問
な
ど
で
感
じ
て
い
た

の
で
、
そ
の
ご
苦
労
だ
け
で
も
他
の
人
に
伝
え

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

益
田　
一
番
大
事
な
の
は
生
産
者
と
職
員
と
組

合
員
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
や
と
思
う
ん
で

す
。
そ
の
中
で
、「
東
都
生
協
さ
ん
に
し
か
な

い
も
の
／
で
き
な
い
こ
と
」
を
求
め
て
ほ
し
い
。

今
、
全
国
の
生
協
の
中
で
も
、
東
都
生
協
さ
ん

は
生
産
者
に
理
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
悪
天
候

で
農
産
物
の
生
育
が
思
わ
し
く
な
い
時
な
ど
は

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
交
流

が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
絶
対
に
生
産
者
の

励
み
に
な
る
。
い
い
も
の
届
け
よ
う
、
と
い
う

原
動
力
に
も
な
る
。
程
よ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

す（
笑
）。

　
こ
れ
か
ら
の「
産
直
」を

　
三
者
で
考
え
る

―
―

で
は
、
食
を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ
と
は
？

戸
田　
私
は
、
自
分
の
判
断
だ
け
で
は
同
じ
も

の
ば
か
り
買
っ
て
し
ま
う
の
で
、
で
き
る
だ
け

野
菜
ボ
ッ
ク
ス
や
新
世
代
応
援
の
野
菜
セ
ッ
ト

と
か
、
自
分
で
は
使
わ
な
い
野
菜
が
入
っ
て
い

そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
私
、

料
理
が
下
手
な
ん
で
す
が（
笑
）、
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
は
い

ろ
い
ろ
な
野
菜
を
出
し
て
、
全
部
あ
り
が
た
く

い
た
だ
く
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

赤
木　
ど
う
い
う
も
の
を
食
べ
て
い
る
か
、
ど

う
い
う
点
に
気
を
付
け
て
い
る
か
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
ス
ー
パ
ー
で
も
お
い
し
い
も
の
は
た
く
さ
ん

売
っ
て
い
ま
す
が
、
食
と
い
う
の
は
、
お
い
し
い

だ
け
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
は
成
長
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

益
田　
僕
ら
農
家
は
、
単
な
る
一
部
な
ん
で
す
。

産
地
の
従
業
員
、
流
通
業
者
さ
ん
、
東
都
生
協

さ
ん
な
ら
新
座
セ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
パ
ッ
ク
や

袋
詰
め
作
業
を
す
る
皆
さ
ん
、
供
給
担
当
者
さ

ん
な
ど
、
み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
初
め
て
組
合

員
さ
ん
の
食
卓
に
の
ぼ
る
。
そ
の
他
、
肥
料
も

大
事
や
し
、
肥
料
の
こ
と
を
言
い
始
め
た
ら
魚

に
も
関
係
し
て
く
る
。
最
近
、「
農
家
さ
ん
あ

大
事
で
す
ね
。

戸
田　
本
当
に
「
伝
え
る
こ
と
は
大
事
」
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
の
企
画
な
ど
に
も
ど
ん
ど
ん

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の

場
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―

で
は
、
最
後
に
東
都
生
協
が
向
か
う
べ
き
方
向

に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

野
地　
2
0
1
6
年
度
は
、
ま
さ
に
東
都
生
協

が
向
か
う
べ
き
方
向
を
定
め
る
、
第
9
次
中
期

3
カ
年
計
画
の
初
年
度
で
す
。
今
、
地
球
規
模

で
環
境
や
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻
化

組合員・生産者・職員の
コミュニケーションが

これからの産地直結の原動力

し
、
貿
易
交
渉
も
先
行
き
が
見
え
ま
せ
ん
。
国

内
に
目
を
向
け
て
も
格
差
と
貧
困
の
拡
大
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
社
会
保
障
の
給
付
減
と
負

担
増
、
消
費
税
増
税
、
食
料
自
給
率
の
低
迷
、

安
保
法
制
と
改
憲
、
原
発
問
題
な
ど
、
不
安
材

料
ば
か
り
で
す
。
そ
の
中
で
、
東
都
生
協
が
地

域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
、
組
合
員
の
く
ら
し
に

役
立
つ
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
さ
ら
に

は
東
都
生
協
の
事
業
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
大

き
な
力
を
作
り
出
す
た
め
に
、
ま
す
ま
す
組
合

員
、
生
産
者
、
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
で
、
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
、
益
田
さ
ん
か
ら
「
東
都
生
協
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
、「
東
都
生
協
だ
か
ら
こ
そ

提
供
で
き
る
価
値
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
す
。
そ
の
価
値
の
中
の
一
つ
が
、
今

回
の
テ
ー
マ
に
も
あ
る
、「
こ
れ
か
ら
の
産
地

直
結
」
で
す
。
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
組

合
員
、
生
産
者
、
職
員
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
明
確
に
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
2
0
1
7
年
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
え
る
場
を
作
り
、
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
「
こ
れ
か
ら
の
産
地
直

結
」
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（※1）引き売り…供給時に野菜・果物など
の追加購入を呼び掛ける取り組み。

（※2）新世代チャレンジプロジェクト…
2010年2月の「第27回生産者と組合員
と職員との交流集会」の宣言でスタートし
た、新時代の産直を実現する取り組み。
「産直のありたい姿」を若手の東都生協職
員と生産者が話し合い、化学合成農薬や
化学肥料を削減、新品種の農作物栽培へ
の挑戦など、環境に負荷を掛けない持続
可能な農業にチャレンジしています。若き
耕し人たちは、組合員の笑顔あふれる食
卓と自分たちの思い描く夢を力にし、供
給センターと協力し、産地交流訪問やセ
ンターまつりなどを実施しています。また、
今年度から「新世代 ！ 若
手生産者の青果セット」
企画をスタートし、若手
生産者が栽培した農産
物を紹介しています。

（※3）生産者カード…野菜・果物の包材な
どに入っている産地や生産者名の記載さ
れた紙。生産者に直接、声を届けられます。

戸
田　
私
は
お
い
し
か
っ
た
ら
、
わ
り
と
「
お

い
し
か
っ
た
で
す
」
と
書
く
ほ
う
で
す
。
お
い

し
く
な
い
時
は
何
も
書
か
な
い
で
す
ね
。

赤
木　
私
も
、
野
菜
な
ど
が
い
つ
も
よ
り
お
い

し
い
か
な
、
と
感
じ
る
時
に
書
き
ま
す
。「
お

か
し
い
な
？
」
と
思
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
辛
口
コ
メ
ン
ト
は
書
い
た
こ
と
が
な
い

で
す
ね
。

益
田　
生
産
者
っ
て
結
局
、
1
年
間
世
話
し
た

野
菜
が
「
お
い
し
く
な
い
わ
け
は
な
い
」
と

思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
親
御
さ
ん
が
自
分
の

子
ど
も
を
一
番
か
わ
い
い
と
思
う
の
と
同
じ
で

す
。
だ
か
ら
辛
口
の
評
価
を
い
た
だ
く
と
、
自

分
と
し
て
も
踏
み
と
ど
ま
れ
る
の
で
、
辛
口
コ

メ
ン
ト
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

―
―

商
品
を
利
用
さ
れ
る
際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
使
わ
れ
ま
す
か
？

赤
木　
私
、
放
射
能
が
気
に
な
る
の
で
、
検
査

を
厳
し
く
し
て
ほ
し
い
と
、
ひ
と
こ
え
生
協
に

書
い
て
い
ま
す
。
今
、
加
工
食
品
は
検
出
限
界

値
が
10
ベ
ク
レ
ル
な
の
で
、
も
っ
と
下
げ
て
ほ

し
い
ん
で
す
。
こ
れ
に
は
、〝

科
学
的
根
拠
か
ら

国
の
基
準
値
の
10
分
の
1
に
設
定
し
て
い
る〞

と
の
回
答
で
し
た
。
で
も
、
き
ち
ん
と
お
返
事

を
い
た
だ
け
る
の
は
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸
田　
私
は
、
加
工
食
品
や
冷
凍
食
品
な
ど
も
、

安
心
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
添
加
物
が
少
な

い
も
の
が
多
い
し
、
東
都
生
協
の
も
の
な
ら
疑

ん
に
経
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
え
て
渋
柿
を

食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
経
験
が
大
事
か
な

と
思
う
ん
で
す
。
懇
親
会
で
は
、「
こ
う
や
り
た

い
ね
」「
あ
あ
や
り
た
い
ね
」
と
今
は
で
き
な
い

こ
と
で
も
、
何
で
も
言
い
合
う
。
そ
れ
で
職
員

さ
ん
が
、「
五
條
に
行
っ
て
き
た
よ
」「
こ
ん
な

も
ん
作
っ
て
る
よ
」「
こ
ん
な
生
産
者
で
し
た

よ
」
と
、
組
合
員
さ
ん
に
話
し
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。

―
―

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
ご
苦

労
も
多
い
中
で
、
農
業
の
面
白
さ
や
生
産
し
続
け
る

魅
力
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

益
田　
僕
、
農
業
は
毎
年
1
年
生
や
と
思
て
る

ん
で
す
。
去
年
成
功
し
た
こ
と
を
今
年
も
や
っ

た
か
ら
っ
て
成
功
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
例
え

ば
、
2
月
1
日
の
天
候
が
毎
年
同
じ
な
ら
、
た

ぶ
ん
面
白
み
が
な
い
。
毎
年
違
う
か
ら
、
農
業

を
続
け
て
る
。
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
ん
な
天
候
や
状
況
で
も
、
で
き
る
作
業
が
必

ず
あ
る
ん
で
す
。
従
業
員
や
周
り
の
人
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
何
が
で
き
る
か
を
探
る
面
白
さ

が
農
業
に
は
あ
り
ま
す
ね
。

野
地　
頼
も
し
い
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
益
田

さ
ん
の
よ
う
な
生
産
者
の
お
か
げ
で
、
東
都
生
協

の
職
員
が
産
直
運
動
に
関
心
と
確
信
を
持
て
た
の

は
、
東
都
生
協
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
で
す
。
東
都

生
協
が
取
り
組
む
「
新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
、

次
世
代
の
方
た
ち
が
東
都
生
協
の
産
直
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
く
か
を
考
え
る
活
動
で
す
が
、
こ
れ

は
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
の
組
合
員
も
職

員
も
同
じ
で
す
。
若
い
世
代
が
交
流
を
す
る
こ
と

で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
よ
、
と
い
う
空
気
が
で
き
れ

ば
次
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

府中中央ブロック委員長、組合
員歴10年、家族：夫、長男（小4）、
次男（小2）、長女（幼稚園年中）

柿、玉ねぎ、キャベツを生産

第5地域・地域コーディネーター、
組合員歴6年、家族：夫、長男（小
1）、長女（幼稚園年少）

2017年

新春 座談会

奈良五條産直組合　

益田吉仁さん
ます だ よしひと

赤木恭子さん
（杉並区在住）

あか き きょうこ

戸田梓さん
（府中市在住）

と だあずさ

り
が
と
う
」
っ
て
皆
さ
ん
、
言
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
が
、
僕
の
他
に
も
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
や
環
境
が
関
係
し
て
い
る
。
目
に
見
え
て
な

い
部
分
も
、
食
を
通
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

野
地　
さ
ら
な
る
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
、
今

後
ま
す
ま
す
食
が
見
え
な
く
な
る
時
代
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
安
全
・
安
心
な
商

品
を
選
択
す
る
基
準
と
し
て
、
国
産
や
生
産
者
が

明
確
な
「
東
都
生
協
の
産
直
」
が
い
っ
そ
う
際
立

つ
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
益
田
さ
ん
は
じ
め
若
い
世
代
の
生
産
者
も
、

東
都
生
協
と
一
緒
に
組
合
員
の
食
卓
を
守
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

で
す
か
ら
、
組
合
員
、
生
産
者
、
職
員
が
産
直
に

込
め
た
思
い
を
伝
え
合
い
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

赤
木　
や
っ
ぱ
り
、
私
た
ち
も
生
産
者
や
職
員

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
食
づ
く

り
の
苦
労
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

の じ ひろかず

東都生協常勤理事、
共同購入事業本部長

野地浩和

6特集7 11特集



奈良五條産直組合
産地紹介

　
ま
ず
は
、産
地
を
理
解
す
る

―
―

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０

１
７
年
の
年
頭
は
、「
東
都
生
協
の
こ
れ
か
ら
の
産

直
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
東
都
生
協
は
1
9
7
3
年
の
設
立
以
来
、

日
本
の
農
業
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
商
品
を
求
め
、

産
地
直
結
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
東
都
生
協

と
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
す
か
？

益
田　
1
9
9
0
年
で
す
。
当
時
、
う
ち
と
取

引
の
あ
っ
た
紀
ノ
川
農
協
さ
ん
か
ら
親
父
が
東

都
生
協
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
22
歳
で
僕
が
継
い
だ
ん
で
す
が
、

そ
れ
か
ら
18
年
の
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
ね
。

戸
田　
私
は
長
男
が
生
ま
れ
た
時
に
お
友
達
の

紹
介
で
入
り
10
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
に
届
い

た
れ
ん
こ
ん
が
と
て
も
み
ず
み
ず
し
く
、
今
ま

で
食
べ
た
こ
と
の
な
い
口
当
た
り
で
、
す
ご
く

お
い
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
東
都
生

協
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

赤
木　
私
も
上
の
子
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
だ
か
ら

6
年
で
す
。
私
、
助
産
院
で
出
産
し
ま
し
た
が
、

助
産
師
さ
ん
が
東
都
生
協
の
組
合
員
で
、「
野
菜

は
生
協
で
買
っ
た
ほ
う
が
い
い
わ
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
偶
然
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
に
東

都
生
協
の
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
て
、
供
給
担

当
の
方
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
加
入
し
ま
し
た
。

野
地　
私
も
新
人
当
時
、
供
給
担
当
の
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、
赤
木
さ
ん
の
よ
う
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
方
に
は
必
ず
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た

（
笑
）。
お
子
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
も
大

丈
夫
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。

戸
田　
供
給
担
当
の
方
か
ら
の
声
掛
け
は
い
い

で
す
よ
ね
。
以
前
は
、「
こ
ん
な
野
菜
が
あ
り

ま
す
よ
」
と
い
っ
た
お
話
が
あ
っ
た
り
、
引
き

売
り（※

1
）の
案
内
が
あ
っ
た
り
と
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
最
近
は
そ
う
い
う
こ
と
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て…

。
活
動
に
参
加
し
な

い
限
り
、
職
員
さ
ん
と
の
交
流
も
全
然
な
く
て
、

情
報
も
得
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。

野
地　
そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
最
近
、
供
給
時

に
限
ら
ず
、
組
合
員
、
生
産
者
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
な
の
で
、
今
出
た
お

話
は
そ
の
通
り
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
か
ら
は
、
東
都
生
協
の
商
品
を
試
食

し
、
そ
の
良
さ
を
学
習
し
組
合
員
に
伝
え
て
い

く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

益
田　
僕
も
、
新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（※

2
）で
職
員
さ
ん
と
交
流
さ
せ
て
も
ら

う
ん
で
す
が
、
と
て
も
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
う
同

乗
体
験
は
、
職
員
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
組
合

員
さ
ん
に
も
直
接
会
え
る
の
で
、
う
ち
の
よ
う

な
産
地
の
遠
い
生
産
者
に
は
貴
重
な
体
験
で
す

ね
。
後
日
届
い
た
生
産
者
カ
ー
ド（※

3
）に
、

「
こ
の
前
、
柿
み
た
い
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
シ
ャ

ツ
を
着
て
来
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
う
れ
し

か
っ
た
で
す（
笑
）。

―
―

生
産
者
カ
ー
ド
は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
か
？

益
田　
書
い
て
あ
る
と
結
構
う
れ
し
い
で
す
。

わ
ず
に
、
何
で
も
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

益
田　
そ
れ
は
生
産
者
と
し
て
は
、
う
れ
し
い

反
面
、
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す（
笑
）。

赤
木　
私
も
、
基
本
的
に
大
丈
夫
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
そ
れ
は
商
品
案
内
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。
ど
う
い
う
牛
乳
が
企
画
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ど
こ
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
、
生
産
者
の

意
図
や
東
都
生
協
の
姿
勢
が
分
か
り
ま
す
か
ら
。

―
―

益
田
さ
ん
は
柿
を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

益
田　
味
で
す
。
僕
ら
生
産
者
は
見
た
目
よ
り

味
な
ん
で
す
。
う
ち
の
柿
は
、
よ
り
お
い
し
く

す
る
た
め
に
、
柿
の
渋
抜
き
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
見
た
目
が
悪
く
な
り
や
す

い
。
昨
年
は
そ
れ
で
怒
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た

（
笑
）。
で
も
、
食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
よ
、

と
言
わ
れ
る
と
「
こ
の
や
り
方
に
意
味
は
あ

る
」
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
見

た
目
を
言
わ
れ
る
と
、
見
た
目
重
視
に
し
よ
う

か
と
気
持
ち
が
揺
れ
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
意
地

を
張
っ
て
る
と
こ
で
す（
笑
）。

赤
木　
私
は
東
都
生
協
の
商
品
で
見
た
目
は
気

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

戸
田　
私
も
気
に
な
ら
な
い
で
す
。
む
し
ろ
、

想
像
よ
り
も
き
れ
い
な
も
の
が
く
る
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

野
地　
見
た
目
に
つ
い
て
は
、
昔
は
、
野
菜
で

も
果
物
で
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
今
よ
り
も
産

地
を
見
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
「
こ
う
い
う

状
況
な
ら
仕
方
な
い
よ
ね
」
と
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
た
だ
、
今
後
、「
こ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」
と
い
う
声
が
多
け
れ
ば
、
産
地
と
話
を

し
て
基
準
を
厳
し
く
す
る
し
か
な
い
と
考
え
ま

す
。
た
だ
し
、「
こ
う
い
う
理
由
で
見
た
目
が

悪
い
」
と
い
う
説
明
を
付
け
て
取
り
扱
う
と
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
う
し

た
説
明
が
、
実
は
非
常
に
大
事
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
や
は
り
、
産
地
・
生
産
現
場
を

知
れ
ば
、
理
解
は
深
ま
り
ま
す
。

　
産
地
交
流
訪
問
で
産
地
を
知
る

―
―

産
地
交
流
訪
問
は
、
ど
こ
か
に
行
か
れ
ま
し
た
か
？

赤
木　
こ
の
間
、
農
埼
玉
西
部
産
直
グ
ル
ー
プ

で
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

参
加
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
い
も
を
掘
っ
て

い
る
姿
に
親
が
満
足
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
、
何
か
「
い
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

戸
田　
千
葉
北
部
酪
農
農
協
と
農
埼
玉
西
部
産

直
グ
ル
ー
プ
へ
行
き
ま
し
た
。
埼
玉
で
は
、
枝

豆
と
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
が
、

帰
っ
て
か
ら
子
ど
も
の
日
記
を
見
た
ら
、
い
つ

の
間
に
か
農
家
の
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
と
交

流
を
し
て
い
て
、「
カ
ナ
ブ
ン
を
見
た
ら
つ
ぶ

せ
と
言
わ
れ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

私
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
ね
。

野
地　
東
都
生
協
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交

流
の
場
と
し
て
、
設
立
以
来
「
産
地
・
メ
ー

カ
ー
交
流
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
直
接
「
見

て
・
聞
い
て
・
触
れ
る
」
こ
と
で
、
大
変
良

か
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
特
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
と
食
育
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

益
田　
う
ち
の
産
地
は
遠
い
か
ら
、
ま
だ
組
合

員
さ
ん
の
産
地
交
流
訪
問
は
な
い
ん
で
す
が
、

最
近
、新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
で
職
員
さ
ん
が
来
て
、
柿
の
収
穫
を
職
員
さ

　
東
都
生
協
な
ら
で
は
の
産
直

―
―

東
都
生
協
な
ら
で
は
の
産
地
直
結
は
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
実
感
さ
れ
ま
す
か
？

戸
田　
産
直
だ
か
ら
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
と
、

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
顔
を
見
て
交

流
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。
生
産
者
が
ど
れ

だ
け
苦
労
を
し
て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

今
は
難
し
く
て
も
、
い
ず
れ
理
解
し
て
食
べ
て

ほ
し
い
な
と
、
今
日
の
益
田
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

赤
木　
産
直
は
、
産
地
も
生
産
者
も
明
確
だ
し
、

何
を
使
っ
て
作
っ
て
い
る
か
も
分
か
っ
て
、
安

全
・
安
心
だ
と
思
う
の
で
、
産
直
は
信
頼
で
き

ま
す
。
う
ち
の
子
は
普
段
ト
マ
ト
が
苦
手
な
ん

で
す
が
、
久
保
産
直
会
の
ト
マ
ト
は
食
べ
る
ん

で
す
。
他
の
ト
マ
ト
を
出
し
て
も
、「
こ
れ
完

熟
？
」
と
か
聞
か
れ
る（
笑
）。「
あ
の
ト
マ
ト

な
い
の
？
」
と
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
ト
マ
ト
じ
ゃ
な
い
の
が
分
か
る
の

か
な
と
思
っ
た
ら
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

戸
田　
う
ち
の
子
ど
も
も
東
都
生
協
で
買
っ
た

の
と
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
の
が
あ
る
と
、
生

協
の
食
材
の
ほ
う
を
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
い

ま
す
。
私
も
「
あ
あ
、
分
か
る
ん
だ
な
」
と
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
だ
け
で
食
育
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

野
地　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
産
直
の

取
り
組
み
が
間
違
っ
て
な
い
ん
だ
と
確
信
が
持

て
ま
す
。
要
は
、
組
合
員
が
食
べ
る
と
こ
ろ
ま

で
を
考
え
て
生
産
者
が
作
っ
て
い
る
、
つ
ま
り

「
み
ん
な
で
食
べ
物
を
一
緒
に
作
っ
て
い
る
」

と
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

益
田　
産
地
直
結
と
い
う
な
ら
、
僕
は
組
合
員

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う
な
産
地
を
作
り
た
い
。

例
え
ば
、
う
ち
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
玉
ね
ぎ
も
作
っ

て
い
ま
す
が
、
関
東
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
関
西
の

キ
ャ
ベ
ツ
は
作
り
方
が
違
う
は
ず
で
す
。
作
り

方
や
畑
の
状
況
も
含
め
て
全
部
が
商
品
。
た
だ

単
に
作
物
を
作
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、
産
地

の
空
気
も
一
つ
の
商
品
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え

る
産
地
づ
く
り
を
し
て
、
全
部
を
組
合
員
さ
ん

と
直
結
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

赤
木　
安
全
・
安
心
な
野
菜
は
利
用
し
続
け
た

い
の
で
、
産
地
が
分
か
る
の
は
い
い
と
思
い
ま

す
。
品
質
改
良
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
東
都

生
協
に
は
、
産
直
を
通
し
て
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
野
菜
作
り
を
貫
い
て
ほ
し
い
で
す
。

戸
田　
以
前
か
ら
、
私
も
安
全
・
安
心
な
も
の

を
作
り
続
け
る
の
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
は
、

学
習
会
や
産
地
交
流
訪
問
な
ど
で
感
じ
て
い
た

の
で
、
そ
の
ご
苦
労
だ
け
で
も
他
の
人
に
伝
え

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

益
田　
一
番
大
事
な
の
は
生
産
者
と
職
員
と
組

合
員
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
や
と
思
う
ん
で

す
。
そ
の
中
で
、「
東
都
生
協
さ
ん
に
し
か
な

い
も
の
／
で
き
な
い
こ
と
」
を
求
め
て
ほ
し
い
。

今
、
全
国
の
生
協
の
中
で
も
、
東
都
生
協
さ
ん

は
生
産
者
に
理
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
悪
天
候

で
農
産
物
の
生
育
が
思
わ
し
く
な
い
時
な
ど
は

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
交
流

が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
絶
対
に
生
産
者
の

励
み
に
な
る
。
い
い
も
の
届
け
よ
う
、
と
い
う

原
動
力
に
も
な
る
。
程
よ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

す（
笑
）。

　
こ
れ
か
ら
の「
産
直
」を

　
三
者
で
考
え
る

―
―

で
は
、
食
を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ
と
は
？

戸
田　
私
は
、
自
分
の
判
断
だ
け
で
は
同
じ
も

の
ば
か
り
買
っ
て
し
ま
う
の
で
、
で
き
る
だ
け

野
菜
ボ
ッ
ク
ス
や
新
世
代
応
援
の
野
菜
セ
ッ
ト

と
か
、
自
分
で
は
使
わ
な
い
野
菜
が
入
っ
て
い

そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
私
、

料
理
が
下
手
な
ん
で
す
が（
笑
）、
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
は
い

ろ
い
ろ
な
野
菜
を
出
し
て
、
全
部
あ
り
が
た
く

い
た
だ
く
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

赤
木　
ど
う
い
う
も
の
を
食
べ
て
い
る
か
、
ど

う
い
う
点
に
気
を
付
け
て
い
る
か
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
ス
ー
パ
ー
で
も
お
い
し
い
も
の
は
た
く
さ
ん

売
っ
て
い
ま
す
が
、
食
と
い
う
の
は
、
お
い
し
い

だ
け
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
は
成
長
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

益
田　
僕
ら
農
家
は
、
単
な
る
一
部
な
ん
で
す
。

産
地
の
従
業
員
、
流
通
業
者
さ
ん
、
東
都
生
協

さ
ん
な
ら
新
座
セ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
パ
ッ
ク
や

袋
詰
め
作
業
を
す
る
皆
さ
ん
、
供
給
担
当
者
さ

ん
な
ど
、
み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
初
め
て
組
合

員
さ
ん
の
食
卓
に
の
ぼ
る
。
そ
の
他
、
肥
料
も

大
事
や
し
、
肥
料
の
こ
と
を
言
い
始
め
た
ら
魚

に
も
関
係
し
て
く
る
。
最
近
、「
農
家
さ
ん
あ

大
事
で
す
ね
。

戸
田　
本
当
に
「
伝
え
る
こ
と
は
大
事
」
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
の
企
画
な
ど
に
も
ど
ん
ど
ん

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の

場
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―

で
は
、
最
後
に
東
都
生
協
が
向
か
う
べ
き
方
向

に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

野
地　
2
0
1
6
年
度
は
、
ま
さ
に
東
都
生
協

が
向
か
う
べ
き
方
向
を
定
め
る
、
第
9
次
中
期

3
カ
年
計
画
の
初
年
度
で
す
。
今
、
地
球
規
模

で
環
境
や
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻
化

ま
　
と
　
め

し
、
貿
易
交
渉
も
先
行
き
が
見
え
ま
せ
ん
。
国

内
に
目
を
向
け
て
も
格
差
と
貧
困
の
拡
大
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
社
会
保
障
の
給
付
減
と
負

担
増
、
消
費
税
増
税
、
食
料
自
給
率
の
低
迷
、

安
保
法
制
と
改
憲
、
原
発
問
題
な
ど
、
不
安
材

料
ば
か
り
で
す
。
そ
の
中
で
、
東
都
生
協
が
地

域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
、
組
合
員
の
く
ら
し
に

役
立
つ
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
さ
ら
に

は
東
都
生
協
の
事
業
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
大

き
な
力
を
作
り
出
す
た
め
に
、
ま
す
ま
す
組
合

員
、
生
産
者
、
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
で
、
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
、
益
田
さ
ん
か
ら
「
東
都
生
協
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
、「
東
都
生
協
だ
か
ら
こ
そ

提
供
で
き
る
価
値
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
す
。
そ
の
価
値
の
中
の
一
つ
が
、
今

回
の
テ
ー
マ
に
も
あ
る
、「
こ
れ
か
ら
の
産
地

直
結
」
で
す
。
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
組

合
員
、
生
産
者
、
職
員
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
明
確
に
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
2
0
1
7
年
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
え
る
場
を
作
り
、
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
「
こ
れ
か
ら
の
産
地
直

結
」
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
田　
私
は
お
い
し
か
っ
た
ら
、
わ
り
と
「
お

い
し
か
っ
た
で
す
」
と
書
く
ほ
う
で
す
。
お
い

し
く
な
い
時
は
何
も
書
か
な
い
で
す
ね
。

赤
木　
私
も
、
野
菜
な
ど
が
い
つ
も
よ
り
お
い

し
い
か
な
、
と
感
じ
る
時
に
書
き
ま
す
。「
お

か
し
い
な
？
」
と
思
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
辛
口
コ
メ
ン
ト
は
書
い
た
こ
と
が
な
い

で
す
ね
。

益
田　
生
産
者
っ
て
結
局
、
1
年
間
世
話
し
た

野
菜
が
「
お
い
し
く
な
い
わ
け
は
な
い
」
と

思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
親
御
さ
ん
が
自
分
の

子
ど
も
を
一
番
か
わ
い
い
と
思
う
の
と
同
じ
で

す
。
だ
か
ら
辛
口
の
評
価
を
い
た
だ
く
と
、
自

分
と
し
て
も
踏
み
と
ど
ま
れ
る
の
で
、
辛
口
コ

メ
ン
ト
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

―
―

商
品
を
利
用
さ
れ
る
際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
使
わ
れ
ま
す
か
？

赤
木　
私
、
放
射
能
が
気
に
な
る
の
で
、
検
査

を
厳
し
く
し
て
ほ
し
い
と
、
ひ
と
こ
え
生
協
に

書
い
て
い
ま
す
。
今
、
加
工
食
品
は
検
出
限
界

値
が
10
ベ
ク
レ
ル
な
の
で
、
も
っ
と
下
げ
て
ほ

し
い
ん
で
す
。
こ
れ
に
は
、〝

科
学
的
根
拠
か
ら

国
の
基
準
値
の
10
分
の
1
に
設
定
し
て
い
る〞

と
の
回
答
で
し
た
。
で
も
、
き
ち
ん
と
お
返
事

を
い
た
だ
け
る
の
は
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸
田　
私
は
、
加
工
食
品
や
冷
凍
食
品
な
ど
も
、

安
心
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
添
加
物
が
少
な

い
も
の
が
多
い
し
、
東
都
生
協
の
も
の
な
ら
疑

ん
に
経
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
え
て
渋
柿
を

食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
経
験
が
大
事
か
な

と
思
う
ん
で
す
。
懇
親
会
で
は
、「
こ
う
や
り
た

い
ね
」「
あ
あ
や
り
た
い
ね
」
と
今
は
で
き
な
い

こ
と
で
も
、
何
で
も
言
い
合
う
。
そ
れ
で
職
員

さ
ん
が
、「
五
條
に
行
っ
て
き
た
よ
」「
こ
ん
な

も
ん
作
っ
て
る
よ
」「
こ
ん
な
生
産
者
で
し
た

よ
」
と
、
組
合
員
さ
ん
に
話
し
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。

―
―

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
ご
苦

労
も
多
い
中
で
、
農
業
の
面
白
さ
や
生
産
し
続
け
る

魅
力
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

益
田　
僕
、
農
業
は
毎
年
1
年
生
や
と
思
て
る

ん
で
す
。
去
年
成
功
し
た
こ
と
を
今
年
も
や
っ

た
か
ら
っ
て
成
功
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
例
え

ば
、
2
月
1
日
の
天
候
が
毎
年
同
じ
な
ら
、
た

ぶ
ん
面
白
み
が
な
い
。
毎
年
違
う
か
ら
、
農
業

を
続
け
て
る
。
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
ん
な
天
候
や
状
況
で
も
、
で
き
る
作
業
が
必

ず
あ
る
ん
で
す
。
従
業
員
や
周
り
の
人
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
何
が
で
き
る
か
を
探
る
面
白
さ

が
農
業
に
は
あ
り
ま
す
ね
。

野
地　
頼
も
し
い
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
益
田

さ
ん
の
よ
う
な
生
産
者
の
お
か
げ
で
、
東
都
生
協

の
職
員
が
産
直
運
動
に
関
心
と
確
信
を
持
て
た
の

は
、
東
都
生
協
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
で
す
。
東
都

生
協
が
取
り
組
む
「
新
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
、

次
世
代
の
方
た
ち
が
東
都
生
協
の
産
直
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
く
か
を
考
え
る
活
動
で
す
が
、
こ
れ

は
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
の
組
合
員
も
職

員
も
同
じ
で
す
。
若
い
世
代
が
交
流
を
す
る
こ
と

で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
よ
、
と
い
う
空
気
が
で
き
れ

ば
次
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
今
回
の
座
談
会
で
は
、
生
産
者
・
組

合
員
・
職
員
の
立
場
か
ら
、
商
品
の
良

さ
を
伝
え
る
た
め
に
三
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
に
大
切
か
、
そ
し

て
今
後
、
東
都
生
協
の
産
地
直
結
を
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
お
話
か
ら
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。「
産
直
」
は
東
都
生
協

設
立
以
来
の
理
念
。
社
会
が
ど
ん
ど
ん

変
化
し
、
く
ら
し
を
脅
か
す
要
因
も
増

え
る
中
、「
産
直
」
を
い
か
に
守
り
、
時

代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い
く
か
…

次
世
代
に
安
全
・
安
心
を
つ
な
い
で
い

く
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

り
が
と
う
」
っ
て
皆
さ
ん
、
言
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
が
、
僕
の
他
に
も
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
や
環
境
が
関
係
し
て
い
る
。
目
に
見
え
て
な

い
部
分
も
、
食
を
通
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

野
地　
さ
ら
な
る
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
、
今

後
ま
す
ま
す
食
が
見
え
な
く
な
る
時
代
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
安
全
・
安
心
な
商

品
を
選
択
す
る
基
準
と
し
て
、
国
産
や
生
産
者
が

明
確
な
「
東
都
生
協
の
産
直
」
が
い
っ
そ
う
際
立

つ
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
益
田
さ
ん
は
じ
め
若
い
世
代
の
生
産
者
も
、

東
都
生
協
と
一
緒
に
組
合
員
の
食
卓
を
守
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

で
す
か
ら
、
組
合
員
、
生
産
者
、
職
員
が
産
直
に

込
め
た
思
い
を
伝
え
合
い
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

赤
木　
や
っ
ぱ
り
、
私
た
ち
も
生
産
者
や
職
員

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
食
づ
く

り
の
苦
労
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

※「米の精」の取り組みの詳細は、次号で掲載します

　奈良県南部の五條市にあり、市の
中央部を清流吉野川が流れ、周囲を
美しい山々が取り囲んでいます。農
園は標高２５０～３００mに位置し、柿
作りにもっとも適した地域です。“安
全でおいしい食べ物を育てたい”と
いう5人の生産者と職員で構成し、
「米の精（※）」を利用した資源循環型
農業のほか、果樹園の草生栽培にも
取り組み、毎年目標を決めて生産向
上の努力を続けている産地です。主
な取引品目は、柿（平たねなし柿・富
有柿）、無無玉ねぎ、キャベツ。生産
量の90%（玉ねぎは100%）を東都
生協へ出荷しています。

　読んで字のごと
く、柿の渋味をなく

すこと。平たねなし柿は渋柿なのでそのまま
では食べられません。渋味の成分はタンニン
ですが、炭酸ガスと揮発したアルコールが充
満した空間に柿を置いておくことで、渋味を
感じなくなります。一般的に出回っている柿
は炭酸ガス98%で脱渋さ
れていますが、奈良五條産
直組合では炭酸ガス50～
60%、アルコール30%で
脱渋しています（生産者・益
田さんによると「一番おい
しい割合」だそうです）。

　熟した柿をカレーに入れ
ると深みのある甘味が増し
ます。4人分で柿半分が目
安。硬い柿もさいの目に
切って鍋に入れるとやわら
かくなります（益田さん曰く
「硬い柿はできればそのま
まどうぞ！」）。

三
重
県

京都府 滋賀県

大
阪
府

兵
庫
県

和
歌
山
県

奈良県

五條市

益田さんの

おすすめおすすめ

柿レシピ柿レシピ
柿の脱渋とは…

だつじゅう
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1月号

ア
ボ
カ
ド
を
25
〜

30
個
も
使
っ
て
い

る
と
分
か
れ
ば
納

得
」と
味
は
好
評

価
で
し
た
。ア
ボ

カ
ド
栽
培
に
つ
い

て
の
質
問
や
商
品

の
使
い
勝
手
な
ど

へ
の
厳
し
い
視
点

は
、組
合
員
な
ら

で
は
の
も
の
で
す
。

　

2
品
目
の「
梅

入
り
ひ
じ
き
ち
り
め
ん
」は
ウ
ェ
ッ
ト
タ
イ
プ
の

ふ
り
か
け
。「
お
い
し
い
」「
価
格
も
納
得
」「
国
産
の

ひ
じ
き
、ち
り
め
ん
、紀
州
産
の
梅
と
、安
全
・
安

心
」「
購
入
し
た
い
」と
い
う
良
い
評
価
の
反
面
、

「
添
加
物
が
気
に
な
る
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　

試
食
評
価
記
入
用
紙
に
書
か
れ
た
意
見
や
コ
メ

ン
ト
は
、商
品
案
内
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
。

参
加
者
か
ら
は「
商
品
の
味
を
み
て
良
さ
を
確
認

で
き
、細
か
な
商
品
情
報
も
分
か
る
」と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。組
合
員
の
声
が
商
品
作
り
に

具
体
的
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

　刈り取った稲を束に
し、２～３週間「はざ」
と呼ばれる大きな物
干しざおのような用具
に掛け、ゆっくりと天
日で稲を乾燥させるこ
と。最近は、自然乾燥
により太陽の恵みを
受ける「はざ掛け米」
は大変希少とか。

はざ掛け

　

新
商
品
お
し
ゃ
べ
り
会
は
、企
画
す
る
前
の
商

品
の
原
材
料
・
製
造
法
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た

「
商
品
ガ
イ
ド
」を
見
て
説
明
を
聞
き
、試
食
し
、メ

ン
バ
ー
と
意
見
交
換
・
評
価
を
行
い
、組
合
員
の
視

点
で
声
を
寄
せ
合
う
活
動
で
す
。評
価
や
改
善
意

見
は
メ
ー
カ
ー
に
伝
え
て
商
品
作
り
に
生
か
さ
れ

る
と
同
時
に
、商
品
委
員
会
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。

　
「
新
商
品
お
し
ゃ
べ
り
会
」下
期
の
活
動
は
、10

月
か
ら
4
会
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。城
西
会
場
は

登
録
者
15
人
。初
め
て
の
参
加
者
も
あ
り
、第
1
回

は
活
動
内
容
や
注
意
事
項
の
説
明
に
つ
い
て
の
確

認
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
食
は
2
品
。1
品
目
の「
エ
ク
ス
ト
ラ

バ
ー
ジ
ン　

ア
ボ

カ
ド
オ
イ
ル
」は
、

カ
ッ
ト
野
菜
に
か

け
て
試
食
。「
と
て

も
お
い
し
い
」「
口

当
た
り
も
サ
ラ
ッ

と
し
て
い
て
良
い
」

「
熱
に
強
く
、加
熱

調
理
に
使
え
る
の

が
良
い
」「
2
5
0

㎖
で
2
，1
8
0

円
と
高
価
だ
が
、

　
「
消
費
者
に
も
っ
と
田
ん
ぼ
や
米
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。利
用
が
生
産
者
の
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
」そ
ん
な
農

船
橋
農
産
物
供
給
セ
ン
タ
ー
生
産
者
の
つ
ぶ
や
き

か
ら
始
ま
っ
た「
田
ん
ぼ
の
学
校
」も
、昨
年
で
8

年
目
と
な
り
ま
し
た
。2
0
0
7
年
開
始
当
初
の

田
ん
ぼ
は
荒
れ
放
題
。谷
田（
谷
間
の
水
田
）に
降

り
る
階
段
作
り
、水
路･

あ
ぜ
作
り
と
土
木
工
事
か

ら
開
始
し
、そ
の
後
、1
号
田
、2
号
田
、3
号
田
と

田
ん
ぼ
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、22
家
族
・
62
人
の
組
合
員
が
参
加
。3

月
〜
10
月
、田
ん
ぼ
の
整
備
（
2
回
）
、苗
作
り
、田

植
え
、草
取
り（
5
回
）、は
ざ
掛
け
準
備
、稲
刈
り
、

脱
穀
と
計
10
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

3
月
は
田
ん

ぼ
の
整
備
・
補
修

や
水
路
掘
り
、あ

ぜ
の
整
備
な
ど
、

ま
だ
寒
い
中
で

黙
々
と
作
業
。初

参
加
の
方
や
田

ん
ぼ
や
泥
に
慣

れ
な
い
お
子
さ

ん
は
、田
に
入
る

の
も
お
っ
か
な

び
っ
く
り
で
し
た
。4
月
は
、5
月
の
田
植
え
に
向

け
て
稲
の
種
ま
き
、5
月
は
待
望
の
田
植
え
で
し

た
。農
船
橋
農
産
物
供
給
セ
ン
タ
ー
代
表･

飯
島
幸

三
郎
さ
ん
ら
の
指
導
の
下
、子
ど
も
も
田
ん
ぼ
の

ぬ
か
る
み
と
格
闘
し
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
植

え
ま
し
た
。6
月
〜
7
月
に
は
合
計
4
回
草
取
り

を
実
施
。7
月
最
後
の
作
業
時
に
は
稲
の
花
の
観

察
会
も
。9
月
は
、稲
の
天
日
干
し
、は
ざ
掛
け
作

り
、稲
刈
り
、脱
穀
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
年
前
半
は
天
候
も
良
く
雑
草
も
少
な

く
、大
豊
作
が
期
待
さ
れ
た
の
で
す
が
、8
月
〜
9

月
の
台
風
・
長
雨
で
9
0
0
㎏（
過
去
最
高
は
1
，

1
4
0
㎏
）の
収
量
で
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
か
ら「
農
作
業
や
生
産
者
、
農

業
の
こ
と
が
分
か
る
」と
い
う
感
想
と
と
も
に
、

田
ん
ぼ
を
訪
ね
る
た
び
に「
四
季
の
変
化
や
、子
ど

も
の
成
長
が
分
か
る
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
8

年
目
の
田
ん
ぼ
の
学
校
で
し
た
。

8
年
目
の
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

〜
今
年
は
雑
草
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
！

　

小
平
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
は
10
月

21
日
、「
東
都
鶏
ご
ぼ
う
し
ゅ
う
ま
い
」な

ど
で
お
な
じ
み
の
㈱
ニ
ッ
コ
ー
を
訪
問
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
歓
迎
に
始

ま
り
、工
場
見
学
で
は
熱
意
を
感
じ
る
担

当
の
青
柳
さ
ん
の
説
明
、試
食
会
は
社
長

の
奥
様
が
準
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
ま

で
、全
て
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

　

試
食
・
交
流
の
後
は
原
材
料
の
一
部
と

な
る
野
菜
を
栽
培
す
る
自
社
農
場
を
見

学
。こ
こ
で
は
加
工
し
た
際
に
出
る
野
菜

く
ず
な
ど
を
肥
料
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

同
社
の
国
産
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品

作
り
、循
環
型
生
産
の
考
え
方
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は

「
材
料
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
製
造
・
出
荷

工
程
を
間
近
で
見
て
、会
社
の
モ
ッ
ト
ー

が
良
く
分
か
っ
た
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感

想
が
聞
か
れ
、主
催
者
は「
来
年
は
自
社

農
場
に
女
性
農
業
担
当
者
が
入
る
そ
う

な
の
で
、収
穫
体
験
に
行
き
た
い
」と
同

社
へ
の
再
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

㈱ニッコー訪問で加工食品へのこだわりを実感

　

10
月
28
日
、第
8
地
域
委
員
会
は「
槙

の
家
」（
町
田
市
）で
今
年
度
3
回
目
の

「
子
育
て
ひ
ろ
ば　

に
じ
い
ろ
」を
開

催
。参
加
親
子
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
飾
り
付
け
を
し
た
り
、お
子
さ
ん
に

仮
装
さ
せ
て
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、楽

し
く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
お

菓
子
や
米
粉
の
パ
ン
、冷
凍
肉
ま
ん
、お

に
ぎ
り
、豆
腐
の
試
食
も
行
い
ま
し
た

が
、ど
れ
も
高
評
価
。会
場
の
外
で
行
っ

た
町
田
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
野
菜
の

展
示
販
売
は
、野
菜
高
騰
期
で
も
あ
り
、

通
り
が
か
り
の
人
に
も
喜
ば
れ
、一
人

の
加
入
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。参
加
者

は「
試
食
で
き
、商
品
の
こ
と
が
よ
く
分

か
っ
た
」「
子
育
て
世
代
に
は
あ
り
が
た

い
企
画
、楽
し
か
っ
た
」「
子
ど
も
同
士

は
遊
べ
て
、親
同
士
は
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
て
良
か
っ
た
」と
満
足
気
。子
育
て

マ
マ
の
居
場
所
作
り
と
、東
都
生
協
商

品
ア
ピ
ー
ル
の
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
回
は
２
月
24
日
開
催
予
定
。
お
近

く
の
方
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

子育てママも子どもたちも楽しくリラックス♡

新
商
品
お
し
ゃ
べ
り
会
　
城
西
会
場

事前に届く商品ガイドを読み出席し、1品ずつチェックします

サ
ラ
ダ
や
マ
リ
ネ
も
楽
し
み
た
い「
エ
ク

ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
　
ア
ボ
カ
ド
オ
イ
ル
」

お
に
ぎ
り
に
も
おい
し
く
使
え
そ
う「
梅

入
り
ひ
じ
き
ち
り
め
ん
」

5月の田植え風景 水田に下りる階段作り

9月の稲刈り。はざに稲穂を二股にして掛けていきます

脱穀機（ハーベスター）を使い脱穀

大盛況！「杉並センター産直まつり」

　10月29日、第5地域委員会が開
催した「杉並センター産直まつり」
は、来場者622人、産地、メーカー、

組合員、東都生協の職員など21団体が参加
する大企画となりました。普段は産地やメー
カーの方と直接話せる機会はなかなかありま
せんが、会場では各団体・組合員・職員の交
流が活発に行われ、産地からは日頃の取り組

みを聞き、組合員は商品への要望を伝える、と
いう貴重な場になりました。「普段注文しない
商品が試食できて、次回注文の参考になっ
た」との声が聞かれたり、組合員以外の方が
「安全・安心な商品なので利用したい」と加入
につながったケースも…。10年以上続いてい
るセンターまつり、これからも頑張っていきたい
という皆さんのパワーが感じられる催しでした。

　

第
4
地
域
と
ー
と
会「
あ
せ
び
」と
田

無
北
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
は
10
月
30
日
、

房
総
秋
ま
つ
り
に
参
加
。少
し
寒
さ
を

感
じ
る
日
で
し
た
が
、参
加
者
の
多
く

が
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ゴ
ボ
ウ
の
収
穫
体
験

を
楽
し
み
、お
ま
つ
り
会
場
で
は
豚
汁

で
冷
え
た
体
が
温
ま
り
ま
し
た
。落
花

生
摘
み
、野
菜
の
輪
投
げ
、手
作
り
の
料

理
、餅
つ
き
、舞
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催

し
や
生
産
者
と
の
会
話
も
、皆
そ
れ
ぞ

れ
に
満
喫
。お
別
れ
の
時
は
一
人
ひ
と

り
お
餅
を
手
渡
し
さ
れ
て「
あ
り
が
と

う
」カ
ー
ド
で
お
見
送
り
ま
で
…
お
も

て
な
し
の
心
に
感
動
で
す
！  

2
年
に

1
度
の
房
総
秋
ま
つ
り
、み
ん
な
が
行

き
た
く
な
る
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。

車
椅
子
で
参
加
し
た
組
合
員
は「
良
い

体
験
が
で
き
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

練
馬
地
域
と
西
東
京
市
地
域
と
の
初
の

合
同
企
画
、バ
ス
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
行

で
き
、こ
の
よ
う
な
少
し
離
れ
た
地
域

同
士
の
企
画
も
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

参加した人はみんな大満足「房総秋まつり」

や
つ
だ
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こだわり
の食べ方

クイズ応募はがきで見つけた、コ
メント

紹介
6 q

9
l

C a f
e

薄切りにして塩を振りニンニクと一緒に焼きます、う
まい！

練馬区　浦井真里

天ぷらが好きです。少し厚めに切るとほっこりしてお
いしいです。

日野市　佐藤晃

かぼちゃプリンが好き。自慢のレシピはスープ。かぼ
ちゃを水で煮て、やわらかくなったら牛乳を入れなが
らかぼちゃをつぶす（つぶれなくてもおいしい！）。コ
ンソメ、塩で味付け。

町田市　橋本生智佳

かぼちゃで好きなメニューは？ かぼちゃを使ったご自慢のレシピはありますか？

Q
．青
果
物
が
欠
品
だ
っ
た
場
合
、い
つ
返
金
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。欠
品・遅
配
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
知
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ.

天
候
の
関
係
な
ど
で
青
果
物
が
欠
品
や
規
格
変
更

に
な
っ
た
場
合
、２
週
間
後
の
お
届
け
明
細
書
上
で
自

動
返
金
処
理
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
注
文
の

登
録
を
さ
れ
、欠
品
メ
ー
ル
配
信
希
望
で
登
録
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、事
前
に

「
欠
品
・
遅
配
・
規
格
変

更
・
代
替
品
」の
情
報

メ
ー
ル
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
注
文
サ
イ
ト

「
産
直
の
東
都
生
協
．

c
o
o
p
」の
画
面
上

で
も
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

Q
．振
り
込
み
口
座
を
変
更
し
た
い
の
で
す
が
、ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ.

現
在
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
注
文
サ
イ
ト「
産
直
の
東

都
生
協
．c
o
o
p
」で
は
口
座
の
登
録
変
更
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
生
協
利
用
口
座
振
替
依

頼
書
」に
記
入
・
捺
印
し

て
返
送
、ま
た
は
電
話
連

絡
で
も
受
け
付
け
、依
頼

書
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

Q
．「
チ
ケ
ッ
ト
抽
選
」の
当
落
は
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら

分
か
る
の
で
す
か
？ 

当
選
し
た
場
合
、い
つ
ご
ろ
チ
ケ

ッ
ト
が
手
元
に
届
き
ま
す
か
？

Ａ.

チ
ケ
ッ
ト
注
文
か
ら
当
選
・
落
選
の
結
果
表
示
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。チ
ケ
ッ
ト
注
文
後
、翌
週
の
お

届
け
明
細
書
に「
○
○
チ
ケ
ッ
ト
の
注
文
受
け
付
け
ま

し
た
」と
表
示
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
注
文
の
２
週
間
後
、

お
届
け
明
細
書
に
公
演
名・金
額
が
表
示
さ
れ
、上
記
商

品
は「
抽
選
の
結
果
、当

選
と
な
り
ま
し
た
」と
表

示
さ
れ
れ
ば
当
選
と
な

り
ま
す
。残
念
な
が
ら
落

選
の
場
合
は
、一
番
下
の

お
知
ら
せ
欄
に「
抽
選
の

結
果
、落
選
と
な
り
ま
し

た
」と
表
示
さ
れ
ま
す
。

当
選
さ
れ
た
場
合
、チ
ケ

ッ
ト
は
、公
演
の
約
１
カ

月
前
に
郵
送
で
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

Q
．「
夕
食
宅
配
」の
休
止・再
開・変
更
は
、電
話
以
外
で

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ.

東
都
生
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
情
報
サ
イ
ト
／
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
注
文
サ
イ
ト
）で
夕
食
宅
配
の
休
止
・
再
開
・

変
更
の
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
都
生
協
の
夕
食
宅
配
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
あ
る

「
W
E
B
で
休
止・再
開・変
更
」の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

10月4回の注文書が色分けされ見やすくなりました。分
厚いと見ているつもりでも見落としが多いですね。早
速、「ここに載ってる！」と注文しました。助かります。

狛江市　大村真江

高齢のため、被災地に出向いて支援活動ができません
が、被災地の商品を買うことはできます。たくさん提供し
てください。

横浜市　土田静子

夫と付き合っていたころ、かぼちゃの話ばかりしていた
そうです…。

中野区　清時加代子

グルメでなくても残り野菜でおいしく栄養を取る方法は
いっぱいあるよ！

町田市　三浦二三子

仕事が忙しく、活動に参加できないので「行動目標１」
を目標にしています。

文京区　上杉恵美

東都生協の商品を利用して、日本の農業従事者を応援し
ていくことです。

横浜市　鈴木恵美子

できるだけ食材を無駄にしないように買い物をする。
大田区　田中晃子

農家のために国内産の野菜を購入する。
板橋区　奥澤直子

被災地で復興し頑張っているメーカーさんの商品を購入
すること。東日本に限らず、熊本も鳥取も意識しています。

立川市　松本静江

農家の方への応援メッセージなど意見を伝えること。
豊島区　田村悠子

「食の未来づくり運動」は、やはり安全・安心な国産品を
食べることが農家を守ることにもつながり大切だと思い
ます。

墨田区　矢代妙子

煮物にすれば何日間も楽しめます！ 砂糖の代わりに
みりんとお酒を使います。

江東区　片岡初子

薄切りにして、しょうがのみじん切りと一緒にオリー
ブオイルで炒め、しょうゆで味付け！ 簡単です！

葛飾区　松田美穂子

切ってフライパンに水と入れ、しょうゆとはちみつで
味付けして煮つけたものが好きです。

中野区　小山俊子

パンプキンパイ。パイ生地でかぼちゃを包んで、油で
揚げないでオーブンで焼きます。

町田市　星野正行

す
る
と
専
用
ペ
ー
ジ
が
開
き

ま
す
。た
だ
し
、こ
ち
ら
の
ペ

ー
ジ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

夕
食
宅
配
の
ご
利
用
登
録
と
、

夕
食
宅
配
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Q
．電
話
注
文
が
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

混
雑
し
て
い
な
い
時
間
帯
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ.

電
話
注
文
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
に
よ
り
、ご
迷
惑
を
お

か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、普
段
の
平
均
的
な

電
話
着
信
数
に
は
対
応
で
き
て
い
ま
す
が
、祝
祭
日
の

翌
日
、ま
た
注
文
期
限
間
際
や
電
話
注
文
セ
ン
タ
ー
終

了
間
際
は
電
話
が
集
中
し
、つ
な
が
り
に
く
い
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、午
後
６

時
〜
８
時
は
平
均
し

て
つ
な
が
り
や
す
い

時
間
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
注
文
の
場
合
は
、混

雑
を
意
識
す
る
こ
と

な
く
ご
利
用
で
き
ま

す
の
で
、ご
登
録
を
お

勧
め
し
ま
す
。

Q
．「
く
ら
し
と
生
協
」の
商
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

注
文
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
、返
品
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ.

大
変
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
く
ら
し

と
生
協
サ
イ
ト
」で
の

ご
注
文
状
況
に
つ
い

て
は
、東
都
生
協
で
確

認
で
き
な
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。返

品
に
つ
い
て
も
、直
接「
く
ら
し
と
生
協
」に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。く
ら
し
と
生
協
カ
タ
ロ
グ
セ
ン
タ
ー

の
問
い
合
わ
せ
先
は
、0
1
2
0
ー
3
7
1
ー
5
9
6

（
受
付
時
間：午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）で
す
。

Q
．「
ア・ラ・タ
ス
カ
ル
」の
サ
ー
ビ
ス
は
、下
請
け
の
会

社
が
ど
こ
か
を
チ
ラ
シ
に
必
ず
載
せ
て
く
だ
さ
い
。エ

ア
コ
ン
掃
除
な
ど
、ど
こ
の
業
者
に
委
託
し
て
い
る
の

か
分
か
ら
ず
、知
ら
な
い
業
者
を
家
に
上
が
ら
せ
る
の

は
不
安
が
あ
り
、申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ.「
ア
・
ラ
・
タ
ス
カ
ル
」の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、東
都
生
協
職
員
に
よ
る
直
接
施

工
の
他
、東
都
生
協
が
委
託
契
約
を
結
ん
だ
会
社
２
社

と
提
携
し
、依
頼
さ
れ
た
地
域
や
施
工
内
容
に
よ
っ
て

派
遣
す
る
施
工
委
託
会
社
を
変
え
て
い
ま
す
。施
工
委

託
に
つ
い
て
は
東
都
生
協
で
基
準
を
設
け
、定
期
的
な

打
ち
合
わ
せ
や
研
修
会
な
ど
を
行
い
、施
工
技
術
の
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
都
生
協
職
員
が
委
託
会

社
の
施
工
に
同
行
す
る
な
ど
、接
遇
や
施
工
レ
ベ
ル
の

向
上
と
業
者
間
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
施
工
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

対
応
や
仕
上
が
り
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
95
％
以
上
の
方
が「
満
足
」と
お
答
え
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、委
託
会
社
に
施
工
を
依
頼
す
る
場
合
、ご
依
頼

者
に
は
事
前
に
電
話
で
施
工
業
者
名
や
担
当
者
名
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
な
く
、東
都
生

協
が
責
任
を
持
っ
て
受
付
か
ら
施
工
ま
で
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1 12おしえてVOICE13 おたよりCafe 1



（抜粋）
理事会報告

イ
ン

フォ
メーショ

ン

コラム

問い合わせ 【ほっとはんど事務局】　電話 03-5374-4748

★年会費は1,000円です。登録時に、商品代金と共
に引き落とします。会の仕組みをご理解の上、お申
し込みください。年会費の払い戻しはできません。
≪会員は3種類≫
希望の会員コードをOCR注文書の特別企画品注
文欄に記入してください。

★保育･掃除･洗濯･炊事などの日常の家事援助の活動を、1日1～4時間行います。
★援助を受ける会員は援助する会員に、活動費と交通費実費を当日、直接支払います。
※1時間分活動費：
月曜～金曜 午前9時～午後5時  850円（うち50円は事務費）
月曜～金曜 午前8時～午前9時、午後5時～午後6時 1,000円（うち100円は事務費）
土曜　午前9時～午後5時 1,000円（うち100円は事務費）

●援助する会員　 商品(申込)番号 365955 、数量 1 を記入
●援助を受ける会員　 商品(申込)番号 365963 、数量 1 を記入
●賛助会員　 商品(申込)番号 365971 、数量 1 を記入

「ほっとはんど」は、困った時に組合員同士が対等
な立場でくらしを助け合う会です。OCR注文書
で登録を受け付けています。

お手伝いをお願い
したいなあ…

何か私のできることで
お手伝いできれば…

「今は仕事をしているが
参加したい」という方は、
ぜひ賛助会員に！

　「日本人の食事摂取基準」は、健康増進法に基づき、国民の健康
の保持・増進を図る上で望ましい摂取熱量（エネルギー）および栄
養素量を基準として厚生労働大臣が定めています。社会状況の変
化を反映しながら5年ごとに見直され、現在の「2015年版」は
2015年4月に改訂されました。
　なお、この食事摂取基準は、「健康な人」および「疾病リスクを有
していても自立した日常生活を営んでいる人」向けの基準です。病
人や高い疾病リスクを有している人は、それぞれの治療ガイドライ
ンなどの栄養管理指針を用いることとなります。

   2015年版　改訂のポイント① 指標にBMIを採用
　2015年版では新たに「エネルギー摂取の過不足回避を目的とす
る指標」として「体格（BMI：Body Mass Index）」を採用しました。
新たに提示された体格（BMI）は、エネルギー収支バランスの状態
がちょうど良いかどうかを間接的に表す指標として、体重や筋肉量
の変化を見ながら体格指標の状況を確認できます。

　私、新谷を例にします（身長は172cm、体重70kg）。
私のBMIは次のとおりです。
　新谷BMI＝70kg ÷ （1.72m×1.72m）
　 ＝70kg ÷ 2.9584m2 
　 ＝23.661438 ≒ 23.7　目標BMIに収まっています。
　肥満は、さまざまな疾患の原因になることが医学的に分かってい
ます。脂質の代謝異常に始まり、ホルモン異常、高血圧、動脈硬化、
腎臓機能障害、さらにはすい臓が分泌するインスリンが効かなくな
ることで糖尿病へのリスクが上がり、体内の炎症や血管異常が起こ

おしえて！  新谷さん
食 の  安 全  お 役 立  ち 情 報

〈安全・品質管理部 部長　新谷喜久夫〉
しんたに き く お

「日本人の食事摂取基準」の改訂

りやすくなるために、がんや心臓疾患、脳卒中になる可能性が高ま
ります。ただし、高齢者では食欲低下などによる食事摂取不足の結
果、「低栄養」になることにも注意する必要があります。

   2015年版　改訂のポイント② 栄養素の目標量を設定
　2015年版では、生活習慣病の予防を目的とし、現在の日本人が
当面の目標とすべき摂取量としての「目標量」設定を充実させまし
た。その中で、目標値と比較して摂取量が多いものとして「ナトリウ
ム（食塩相当量）」が挙げられ、上限値が設定されています。ナトリウ
ムは高血圧予防の観点から、2015年版では、「食塩相当量の目標
量」として、1日の摂取量は、「男性8グラム未満」「女性7グラム未満」
と設定しています。
　ちなみに、日本高血圧学会では男女とも「1日6グラム未満」を、世
界保健機関（WHO）では「1日5グラム以下」の摂取を推奨していま
すが、「日本人の食事摂取基準2015年度版」では、実現可能性を考
慮し「当面の目標摂取量」を設定しています。
　現在、日本人の食塩摂取量は低下傾向にあるものの、実際の食
塩摂取量の平均は、厚生労働省の2013年の調査で男性11.1グラ
ム、女性9.4グラム。男女ともに、まだ摂取量が多く、日々の食事での
「減塩」「薄味」が必要です。
　東都生協の取り扱う加工食品に含まれる食塩相当量は、商品案
内および商品包材の栄養成分表示欄に表示していますので、参考
にしてください（一部商品を除く）。今後、未表示の商品に関しても
順次食塩相当量を表示していきます。

＊1：男女共通。あくまでも参考として使用すること。
＊2：観察疫学研究において、報告された総死亡率が最も低かったBMIを基
に、「疾患別の発症率とBMIとの関連」「死因とBMIとの関連」「日本人の
BMIの実態」に配慮し、総合的に判断し目標とする範囲を設定。

＊3：70歳以上では、総死亡率が最も低かったBMIと実態との乖離が見られ
るため、虚弱予防および生活習慣病の予防の両者に配慮しつつ、当面
目標とするBMIの範囲を決定。

年齢（歳） 目標とするBMI（kg/m2）
18～49
50～69
70以上＊3

日本人の食事摂取基準2015年度版による目標とする
BMIの範囲＊1＊2表1

18.5～24.9
20.0～24.9
21.5～24.9

◆体格（BMI）＝ 体重kg ÷ （身長m）2

かいり

紹
介
し
ま
す
！

私
た
ち
の
と
ー
と
会

紹
介
し
ま
す
！

私
た
ち
の
と
ー
と
会

　
第
9
地
域
の
地
域
版
ワ
ォ「
ハ
ッ
ピ
ー
ナ
イ
ン
」

に
掲
載
さ
れ
た
企
画
、「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
春

の
不
調
を
ふ
っ
と
ば
そ
う
」に
参
加
し
た
組
合
員
の

中
か
ら
、今
後
も
定
期
的
に
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

体
操
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、講

師
の
松
谷
佳
子
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
、と
ー
と
会

「
ヘ
ル
シ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」を
結
成
。2
0
1
6
年

5
月
に
11
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
と
ー
と
会
の
年
間
活
動
費
と
参
加
費
か
ら
、講
師

料
と
東
村
山
市
の
萩
山
公
民
館
へ
の
会
場
費
を
支

払
い
、毎
月
第
2
水
曜
日
の
午
後
1
時
〜
3
時
に
活

動
し
て
い
ま
す
。現
在
、メ
ン
バ
ー
は
15
人
、み
ん
な

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。偶
数
月
は
、リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、健
康
体
操
、松
谷
先
生
の
元
気

に
な
れ
る
お
話
。奇
数
月
は
メ
ン
バ
ー
の
み
の
活

動
で
、習
っ
た
健
康
体
操
を
復
習
す
る
こ
と
と
、東

都
生
協
の
商
品
や
調
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
、互
い
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
「
体
は
正
直
で
素
直
で
す
、自
分
の
体
と
向
き
合
い
一

緒
に
良
い
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
」と
い
う
先
生
の
言
葉

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
体
も
心
も
健

康
を
！
」目
指
し
て
励
ん
で
い

ま
す
。「
体
を
動
か
す
こ
と
に
慣

れ
て
き
た
」「
毎
回
目
か
ら
う
ろ

こ
が
落
ち
る
」「
覚
え
た
こ
と
を

一
つ
で
も
二
つ
で
も
毎
日
続
け

て
い
る
」な
ど
な
ど
、皆
さ
ん
の

笑
顔
が
は
じ
け
て
い
ま
す
！

「
と
ー
と
会
」
は
組
合
員
の
み
３
人
以
上
、「
サ
ー
ク
ル
」
は

組
合
員
３
人
以
上
と
組
合
員
で
な
い
人
も
メ
ン
バ
ー
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
運
営
部
ま
で
。

ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
♡

「
と
ー
と
会
」「
サ
ー
ク
ル
」は
、食
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、趣
味
の

仲
間
と
講
習
会
を
開
い
た
り
、組
合
員
で
あ
れ
ば
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
活
動
で
す
。活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス・費
用
の
補
助・東
都
生
協
広

報
誌
へ
の
掲
載
な
ど
、皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

第9地域「ヘルシーエクササイズ」

東都ファームの Facebook

〈
２
０
１
６
年
度
第
5
回
定
例
理
事
会
〉（
２
０
１
６
年
9
月
21
日
）

【
審
議
事
項
】●
2
0
1
6
年
度
下
半
期
の
基
調
と
重
点
確
認
の
件
●
第
43
回
通
常
総

代
会
議
案
書
等
の
概
要
お
よ
び
論
議
日
程
確
認
の
件
●
ト
マ
ト
倶
楽
部
協
議
会
へ
の

寄
付
金
支
出
の
件
【
報
告
事
項
】●
決
算
概
況
お
よ
び
各
部
署
業
務
報
告
●
東
京
南
部

生
協
２
０
１
６
年
8
月
度
決
算
概
況
報
告
●
組
合
員
活
動
委
員
会
報
告
●
商
品
活
動

関
連
報
告
●
2
0
1
6
年
度
平
和
募
金
取
り
組
み
の
件

〈
２
０
１
６
年
度
第
６
回
定
例
理
事
会
〉（
２
０
１
６
年
１０
月
２０
日
）

【
審
議
事
項
】●
2
0
1
7
年
度
役
員
改
選
手
続
き
に
関
す
る
件
（
そ
の
１
）●
第
43
回

通
常
総
代
会
委
員
等
の
構
成
確
認
の
件
●
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
へ
の
加
入
（
会
員

登
録
）に
関
す
る
件
●
基
幹
シ
ス
テ
ム
刷
新
計
画
に
お
け
る
開
発
委
託
先
選
定
の
件

●
土
づ
く
り
基
金
貸
付
の
件
【
報
告
事
項
】●
決
算
概
況
お
よ
び
各
部
署
業
務
報
告
●

東
京
南
部
生
協
2
0
1
6
年
9
月
度
決
算
概
況
報
告
●
組
合
員
活
動
委
員
会
報
告
●

商
品
活
動
関
連
報
告
●
2
0
1
6
年
度
第
1
回
総
代
会
議
テ
ー
マ
設
定
と
会
場
等
確

認
の
件
●
第
13
回
平
和
の
つ
ど
い
ま
と
め
確
認
の
件
●
理
事
懇
談
会
開
催
の
件

　あけましておめでとうございます。皆さん

はどのようにお正月を過ごされましたか。

　帰省された方、お年賀に行かれた方、家族

旅行に行かれた方など、過ごし方はそれぞれ

であったかと思います。私は実家で音楽番組

を見ながら年越しそばを食べ、除夜の鐘を聞

くころに自宅へ帰りました。冷たい空気の中、

除夜の鐘の音が鳴り響くのを聞くと寒さで丸

まった背中がピンと伸び、新しい年がスター

トする……という厳粛な気持ちになります。

この風景も、日本のいい伝統の一つだとつく

づくと思います。

　さて、1月は新年会などで飲食の機会が多

いので、体調管理は万全に！ また、寒い冬

のお風呂は最高ですが、脱衣所と浴室は暖房

器具などで暖めてから入りましょう。特に高

齢の方、体重がオーバー気味の人はヒート

ショックで倒れないようにしてください。

『MOGMOG』は今年も商品、くらしに密着し

た情報、組合員活動などを届けていきます。

お楽しみに！ （C．W）

編集後記

９月のわたしたち

組合員数 235,005人 ［101.5%］
　　加入 9,093人 ［119.8%］
　　脱退 6,118人 ［102.8%］

出資金   　　   　　  6,684,032千円
　　　　　　　　　　　 　　［99.4%］
1人当たりの出資金  　　  　28,807円
　　　　　　　　　　　　 　［98.5%］

総事業高　　　 　　 15,829,012千円
　　　　　　　　　　　 　［100.9%］
共同購入事業　 　　 15,194,924千円
弁当配食事業　　 　 　  85,807千円
生活文化事業 　 　 　  162,259千円
生活支援事業 　 　 　  16,789千円
その他事業　　  　　 　369,233千円

※［　　］内は前年比2016年9月20日現在

監事会だより

　今年度の監事の監査活動は、「2016年度監査方針及び監査実施計画」に沿い、
基本監査となる会計監査や常勤理事からの報告聴取などの他に以下の重点監査
項目をテーマに、期中の日常監査を実施しています。

　次回は2016年度実際に実施した監査をご紹介します。

内部統制システムは理事会決議及び年度の行動計画に沿って適切に整備されているか。
「第9次中期計画」に関する理事会の意思決定は経営判断の原則に沿って行われているか。
弁当配食事業および生活支援事業の進捗状況に問題はないか。
固定資産の管理状況は妥当か。
配送業務委託先のマネジメントの状況に問題はないか。

　東都ファームは、東都生協が生産活動へチャレンジするために、農地（茨城県石
岡市）を借り、職員を専任で配置して取り組んでいる農場です。
　㈱やさと菜苑の協力の下、「かぶ」や「とうもろこし」、「長ねぎ」などを生産して
います。
　「とうもろこし」は2016年7月2回お届けで企画し、大変好評でした。

　東都ファームSNSでは、東都ファームへ赴
任している東都生協職員の原田ファーム長が
農業に従事する日常を、Facebookを利用し
てほぼ毎日発信していますので、ぜひご覧く
ださい。
　原田ファーム長への応援をよろしくお願いし
ます。

Facebookで「いいね！」してね！
 「東都ファーム」で検索すると、Facebookページがヒットします。
※ページへの「いいね！」や投稿への「いいね！」、またコメン
トを書き込む場合は、Facebookへのログインが必要です。

１月１９日（木）、２月１６日（木）、３月２３日（木）

1
2
3
4
5

ほぼ毎日
 配信中！

今後の
理事会日程
（予定）

東都ファーム長　原田健

ぜひ見てくださいね～

応援、待っています！

〈お詫びと訂正〉 本誌11月･12月合併号にて、下記の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
●p.7「膝掛け贈呈」一番下の段…誤：とーと会「パッチワーク三本杉」⇒ 正：サークル「パッチワーク三本杉」 115 インフォメーション 14とーと会・おしえて新谷さん15 インフォメーション 1



〒156-0055 世田谷区船橋 5-28-6　吉崎ビル４階「MOGMOG」係

※おたよりや個人情報は、『MOGMOG』でご紹
介する場合がありますが、編集目的以外での
使用はいたしません。　
※おたよりへの個別回答は行っておりません。

締め切りは1月25日（水）の消印まで有効。

今
年
の
干
支
は
酉
。
初
詣
に
出
掛
け
た
ニ
ワ
ト
リ
さ
ん
一
家
。

子
ど
も
た
ち
が
き
ち
ん
と
付
い
て
き
て
い
る
か
、
ふ
と
振
り
向

い
た
ら
さ
あ
大
変
!!
　
よ
そ
の
子
ま
で
付
い
て
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
鳥
居
の
前
で
親
鳥
さ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す
。

よ
〜
く
見
る
と
、
上
下
の
絵
で
違
う
箇
所
が
5
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ぁ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
答
え
て
ね
！

●クイズのこたえ
●住所／氏名（お子さんの場合、年齢・学年）／組合員コード
●お正月、鮭は食べましたか？　鮭料理で思い付くのは？　
　おしゃれなレシピはありますか？
●食の未来に向けて、あなたが取り組みたいことはありますか？
●特集やその他の記事へのコメントや感想、イラストなど、
　なんでもどうぞ！

今
年
は
ち
ょ
っ
と

難
し
い
か
な
？

今
年
は
ち
ょ
っ
と

難
し
い
か
な
？

と
り

東都生協だより

あんぜん  あんしん  お届けします。
モグモグ

No.409
2017

串に刺さった干し柿「串柿」を鏡餅に飾る地域では、串に刺した柿の数
にも意味があるようです。通常串に刺すのは10個。外側に２個ずつ、
内側に６個とし、「外はニコニコ、仲むつまじく」と語呂合わせになって
いるのだとか。最近では５個串のミニバージョンもあるそうです。

お問い合わせ 組織運営部第409号　2017年１月10日発行 今月の
表紙

11月＆12月号の答えは、
　　「オオソウジ」だよ！

はがきに書いて送ってね。

発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

正解者から抽選で10人の方に図書カードをプレゼント。

「
東
都
北
海
道
枝
幸
産
生
秋
鮭
切
身
」

シ
チ
ュ
ー
に
し
て
も
美
味
！

今月の
おすすめ

今
こ
そ
！
東
都
生
協

お
い
し
い  

や
さ
し
い  

つ
な
が
る
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